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It has been traditionally understood that the Amish people are a very gentle group of people with 
plainness and simplicity, who live without electricity, automobiles and other modern conveniences.  
Last year in 2006, a tragedy occurred on October 2nd at an Amish school in Lancaster Country, 
Pennsylvania.  Ten Amish girls aged 7-13 were shot by Charles Roberts IV.  There is no doubt that this 
is a horrific incident.  However, the revealing facts greatly surprised people around the world. First, the 
victim’s family expressed forgiveness toward the killer’s family on the same day.  Second is that one of 
the slain girls had asked to be shot first, hoping the younger girls would be saved. 
The Amish people trace their origin back to the Protestant Reformation, where there was an 
emphasis on returning to the purity of the New Testament church.  
This Anabaptist group was severely persecuted throughout Europe and thousands were put to death 
as heretics by both Catholics and Protestants.  Many fled to the mountains of Switzerland and southern 
Germany to avoid this persecution.  Here began the Amish tradition of farming and holding their worship 
services in homes rather than churches. Their unique culture and distancing themselves from the worldly 
influences can be explained by both by the teaching of the Bible“Do not conform yourselves to the 
standards of this world….” (Romans 12:2) and by the history of Anabaptists. 
Jacob Amman felt the unrepentant individual should be completely shunned by all church members.  
This belief led to Amman’s split with the Anabaptists in 1693.  His followers were later called Amish.  
The Anabaptists, the root of the Amish, are known as people of non-resistance and pacifism. The 
sheriff pursuing Dirk Willems, a Dutch Anabaptist fell in the icy river.  Even though Willems could 
escape from the sheriff, he helped the sheriff to safety.  Willems was arrested, and finally burned at the 
stake in 1569.  
On September 19, 1757, the Indians attacked the Jacob Hochstetler homestead and set the house 
afire.  Hochstetler threw away his guns (his non-resistance act) and except the wounded Hochstetler and 
two sons, all the rest of his family members lost their lives.  This is a well known history as Hochstetler 
massacre among them 
The young girl’s offer of giving her life first in the school shooting is so similar to the cases of Dirk 
Willems and Jacob Hochstetler in essence. Like Jesus Christ the Amish are always ready to give their lives 
even for their enemies. The act of forgiving can be interpreted as the Amish live“Never take revenge…but 
Instead let God’s anger do it.”(Romans 12:19) This life giving sacrifice and forgiveness is the core of the 
Amish way of life. 
46 
東京工芸大学工学部紀要 Vol. 30 No.2（2007）
 Everybody is free to visit the Amish village and see the unique Amish way of life as the target of 
tourism. However, if one fails to look at this core, they are not seeing the true identity of the Amish way of 
life. One must not forget that their simplicity, plainness, and gentleness coexist with this love.   
 
I 
アーミッシュは、現代アメリカ社会に住む人々と
は思えないような、普通のアメリカ人とは異なる生
活習慣を持つ集団として知られている。たとえば、
アメリカ社会の象徴である自動車を所有せず、バギ
ーと呼ばれる四輪馬車が移動の主な手段である。電
気を使用せず、電話等の通信機器も家庭にはない。
写真撮影は拒否される。ほとんどのアーミッシュが
農業以外の職業に就かない。違う学年の生徒が同じ
教室で学ぶ一教室制の学校などである。 
このような特徴からのみアーミッシュを眺める
ならば、現代社会の利便性を頑なに拒み続ける一風
変わった共同体と看做し、一目アーミッシュを見た
くもなろう。現にアーミッシュを観光の対象とする
観光客が増えている。 
アーミッシュの珍しい習慣にはそれなりの根拠
と歴史があり、決してたまたま偶然に生じ、いつの
間にかアーミッシュの奇妙な生活になったのでは
ない。 
筆者は、1972 年の夏から約 1 年、アーミッシュの
生活習慣に比較的容易に接することができるペン
シルベニア州New Wilmingtonに住んだ経験がある。
私が出会ったアーミッシュは皆人懐っこい人々で、
警戒心を持って接しなければならないアーミッシ
ュなど一人もいなかった。外国人である私を自然体
で受け入れ、心が解れる不思議な魅力を持つ存在で
あった。 
昨年、2006 年 10 月に、アーミッシュ学校で銃撃
事件が起き、メデイアで大々的に報道され、改めて
筆者の心をアーミッシュに向けさせた。そして、殺
害された少女たちと、彼女らの家族に代わり事件の
真相を探り明らかにすることが、アーミッシュの日
常生活に触れることが許された自分の使命ではな
かろうか、との思いが非常に強くなった。 
アーミッシュの特徴の一つであるが、自分たちの
主張を原稿にして世に問うようなことはほとんど
ない。自分たちが基本的に忌避するこの世とのかか
わりに繋がりかねないからである。 
今回の考察の主な目的は、以上の事情から、アー
ミッシュ学校襲撃事件の真相を究明することであ
るが、アーミッシュの生活習慣、歴史、伝統等をも
含めて総合的に検討し、アーミッシュらしい生き様
の諸相および背景等も明確にしたい。 
 
II 
1693 年から 97 年頃にかけて、スイスベルン州の
寒村で、ある一つの宗教論争が続いていた。この論
争の結果、再洗礼派から分派した共同体がアーミッ
シュである。主導的役割を演じた指導者が、ヤコブ･
アンマン（Jakob Ammann 1644 -1730）で、アンマン
派を意味するアマニッシュ（Ammannisiche）がやが
てアーミッシュと呼ばれるようになる。（1）このアン
マンという人物は、徹底してこの世的な生き方を忌
避し、気性の激しい熱弁家で、自己の信念を貫き通
す宗教指導者であったらしい。（2） 
｢この世と妥協してはならない｣（聖書ローマ人へ
の手紙 12･2）が彼の属していた再洗礼派の信仰と生
活の基本原理である。そのような生き方を目指しな
がら飽くまでも現実的には柔軟な対応をするのか、
それとも、信仰の純粋性を維持するために問題のあ
る信徒を自分たちの集団から追放するかどうかが
論争のポイントであり、（3）やがて、現状肯定派と改
革を主張するグループが分派する。 
当然の結果として、現状を追認する同胞に抵抗し
たグループは、孤立し、移動を余儀なくされる。（4）
スイスベルン市当局などは、アーミッシュだけでな
く、再洗礼派そのものをも、北アメリカへ追放する
計画を立てていたほどである。（5） 
アンマンが属していた再洗礼派は、宗教改革時代
にフルドリッヒ･ツヴイングリの弟子たちから分派
し、幼児洗礼を否定し、成人の信仰告白に基づく再
洗礼を主張した。そのような変革は既存の教会に対
する大胆な挑戦であり、カトリック教会および他の
プロテスタント教会から迫害を受け、再洗礼派の多
くの信徒が殉教する。互いの足を洗う｢洗足式｣、良
心的兵役拒否を貫く絶対平和主義者であることも
再洗礼派の特徴である。このように、再洗礼派は教
会史上異端とされてきたが、20 世紀に入ってからは
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 その運動が再評価され、現在では、福音派の潮流の
一つと看做されている。アーミッシュはこの流れを
受け継ぐ信仰共同体である。 
国家と教会の分離を唱え、戦争を拒否し、絶対平
和主義を貫き、また偶像も認めないので、再洗礼派
は、礼拝を禁じられ厳しい迫害を受ける破目になる。
ドイツを舞台にヨーロッパ各国を巻き込んだ 1618
年から 1648 年の、いわゆるヨーロッパにおけるカ
トリックとプロテスタントの対立から起こった一
連の宗教戦争の後、彼らは迫害を逃れ、戦火で荒廃
したドイツ南部や、フランス東部国境沿い、ライン
川西岸の地方に移り住む。そして、その後、ヨーロ
ッパでの既成教会と国家権力による弾圧と迫害を
逃れるため、同じ絶対平和主義者であるクエーカー
教徒のウイリアム・ペンの誘いに応じ、信仰の自由
な地、アメリカペンシルベニア州（ペンの名前に因
んで名づけられた）へ渡る。（6） 
このように再洗礼派の歴史を辿ると、アーミッシ
ュの誕生はアンマン個人の強烈な信仰と行動がも
たらした結果であることは否定できないが、（7）その
信仰的、歴史的ルーツは、16 世紀宗教改革時代の再
洗礼派の運動に遡る。 
16 世紀のヨーロッパの宗教改革運動では、既成教
会への信徒の不満が強くなり、ルター、ツヴイング
リ、カルヴァンなどによる宗教改革運動へと繋がっ
たことはよく知られている。しかしながら、再洗礼
派も急進的な力を持っていた。再洗礼派は、原始キ
リスト教精神に立ち返り、この世と国家の支配下に
生きるのではなく、あくまでも新約聖書が説く信仰
を文字通り生きる選択肢を主張した。その結果、迫
害を受け、礼拝は人目を忍んで夜に行い、山の洞窟
のような人里離れた場所で礼拝せざるを得なくな
る。（8）これがアーミッシュのルーツである。つまり、
アンマンの信仰と行動の原型は、こうした再洗礼派
の信仰と歴史の延長線上に位置づけられる。 
この世と妥協しない信仰だけではなく、このよう
に絶えず迫害を受け、他の集団から疎外されてきた
歴史も、この世の人々と一定の距離を置く生活習慣
を形成してきた大きな要因であることは明らかで
ある。 
 
III 
伝統を重んじるオールド･オーダー･アーミッシ
ュらしい生活としては（一方、比較的規律が緩やか
なアーミッシュをニュー･オーダー･アーミッシュ
と呼ぶ）、（9）すでに触れたように、電気や電気製品
を使わない。共同で電話を外に設置することはある
が、自宅にはない。車は所有しない。しかしながら
アーミッシュタクシーがあり、運転手と車を雇うこ
とがある。普段はバギーと呼ばれる四輪馬車が唯一
の移動手段。職業としてはほとんどのアーミッシュ
が農業に従事。礼拝は各家庭持ち回りで行い、外部
への伝道活動は原則としてしない。そして、写真を
撮られることを喜ばない。学年が異なる生徒が同じ
一つの教室で学ぶ。さらに、絶対平和主義者である、
等々である。 
電気、電話、自動車の不使用は、この世的な便利
な生活に惹きつけられ、この世と妥協しないアーミ
ッシュらしい生き方の土台を揺るがしかねない危
険性が伴うからである。写真は偶像崇拝と考える。
｢神の土｣を耕す農業こそが彼らの信仰の純粋性を
維持するためにもっとも適切な職業であるとも説
明できようが、（10）再洗礼派の歴史との絡みで考え
るならば、迫害を避けてスイスの山中やドイツ南部
に逃亡したがゆえに、そこで農業に従事するものが
増えた歴史の影響もあろう。因みにペンシルベニア
州などでアーミッシュは｢ベストファーマー｣とし
て高く評価されている。（11） 
各家庭で礼拝するのは、すでに触れたように、迫
害された時代に教会堂に集うのは困難で、信者の家
庭で礼拝を続けた歴史の影響である。殉教の歴史が
あるせいか、外部に伝道することは原則としてしな
くなった。戦争に協力しない絶対平和主義者として
はクエーカー教徒がよく知られているが、アーミッ
シュも同じように絶対平和主義者である。（12）聖書
の教えの根本を平和創造と捉える。 
一見奇妙で不可思議な生活習慣に思えるアーミ
ッシュの暮らしも、再洗礼派の歴史と照らし合わせ
て考察するならば、彼らの信仰とそれに伴う歴史の
産物であることが明白になる。 
アーミッシュは、｢生ける博物館｣あるいは、｢社
会学的化石現象｣とも表現されることがあるが、（13）
決して過去の遺物と化してしまったのではなく、普
通のアメリカン･ウエイ･オブ･ライフに背を向けて
現に生活をしているアーミッシュが、アメリカ 24
州とカナダのオンタリオ州に約 20 万人位いる。（14） 
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 IV 
公立学校の教育では、様々な利便さに晒され、さ
らに個人主義的な教育が行われるため、アーミッシ
ュは、自分たち独自の学校を運営し、全米で 3 万人
を超える生徒たちが学んでいる。全米で 1252 校ほ
どある。 
アーミッシュは 8 年間の学校教育は認めるが、そ
れ以上の高校教育は無用と考える。高校へ通わせる
ことは、自分たちの子供を、個人主義、競争、合理
主義、世俗主義に晒すと危惧する。（15） 
アーミッシュは裁判で争うことを好まないが、ウ
イスコンシン州で、アーミッシュの 14 歳と 15 歳の
子供たちを高校に通わせることを拒否した罪で、両
親が逮捕されてしまい、裁判になった。1972 年に、
この問題は最高裁判所で判決が下され、アーミッシ
ュの伝統的なライフスタイルを生きるためには高
等教育を必要としないことを是認し、アーミッシュ
勝訴の判決を下す。（16） 
アーミッシュ学校では、実践的学習を重視し、自
己実現より共同体の幸福を、世俗社会との分離を目
指す意味で、公立高校の教育目標と異なる。（17） 
アーミッシュの学校の一日は大体このようなス
ケジュールである。朝 8 時 30 分になると、学校の
校舎の上に吊るしてある鐘が鳴らされる。教室では
教師が最初に、聖書から 1 節を選んで朗読する。そ
の後、｢主の祈り｣を斉唱、それから一列縦隊で教室
の前に進み、ドイツ語か英語で何曲か歌う。それか
ら、それぞれの学年の生徒が、読み、算数等の勉強
をし、先生や上級生にチェックしてもらう。10 時か
ら 15 分間は休み時間。10 時 15 分から授業再開。11
時 30 から 12 時 30 分までは昼休みで、お昼御飯と
遊びを楽しむ時間。午後は地理、歴史、保健、英語
の授業等があり、午後 3 時半に終了。（18） 
同じ教室に、普通は 1 年生から 8 年生まで 40 人
程度の生徒がいる。アーミッシュの学校の平均生徒
数は、27 人。子供たちは、学校を大きな家族のよう
に思い、特に年少の子は、上級生の授業も聞くこと
で多く学べる。 
アーミッシュ学校の教師はほとんどが若い独身
女性であり、教えるということは、愛と献身の神聖
な職業であり、お金は二次的なものにすぎないと受
け止めている。成長していく生徒を見ていると、｢ま
るで春に花開くつぼみのような気持ちになる｣、と
述べる先生がいるほどである。（19） 
アーミッシュの学校教育は、一言で言えば、生活
教育である。学校では、読み、書き、算数が基礎教
科で、その他に保健、歴史、地理なども教えられる
ことが多い。一部の学校では、美術や農業も科目に
入っている。通常、理科は教えないが教える学校も
ある。 
アーミッシュ学校設立当時は、公立学校の教科書
が使われていたが、現在はそれを印刷し直したもの
や、独自の教科書を新たに編纂して使用している。（20） 
勉強時間の始まりや終わりに、またゲストを迎え
るときや各種イベントの際に歌われる歌は、協調の
精神を養うのに役立っている。（21） 
このような教育の結果、アーミッシュの子供は、
静かで、友好的で、責任感、誠実性を身につけるよ
うになる。（22） 
また、アーミッシュの家庭では、小さいときから、
責任を持たせ、仕事もさせる。また、してはいけな
いこと、すべきことを日常生活のなかで教える。こ
のように家庭教育も、子供の発達、成長と人格形成
に大きな役割を果たす。（23） 
アーミッシュの生活は家族単位で、通常は家族全
員で農場や家庭で仕事をする。こうした家族単位で
の仕事を通してもアーミッシュの価値観を育み、ま
た、学校や礼拝においても自分たちの信仰共同体の
習慣、文化、価値観を確認し、強固なものにしてい
く。したがって、学校だけではなく、アーミッシュ
の家庭および共同体におけるすべての活動が子供
たちの教育である。 
 
V 
アーミッシュの、自己犠牲を厭わない、暴力を使
用せず、無抵抗で、絶対平和主義的な生き様は、彼
らのユニークな生活習慣ほどは知られていない。 
非暴力という意味では、マハトマ･ガンジーを思
い出す人も多かろう。彼は、悪法に対しては、命を
賭しても非暴力で闘う。｢非暴力こそ最大の武器で
ある｣、と断言し、どうしても非暴力を闘う手段と
して用いる面を否定できない。（24） 
一方、再洗礼派の歴史を眺めると、たとえ相手が
自分を殺害しようとする極限状況におかれても、全
く抵抗しないで自分の命を差し出す歴史を見出す。
例えば、1560 年代に、オランダの再洗礼派、ダーク･
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 ウイレムズは追手に追われていたが、氷のはった川
を何とか渡りきって逃げることができた。ところが、
その追っ手が川に落ちたのを目撃した彼は、ことも
あろうにその追手を救出する。その結果、彼は捕縛
され、火刑に処せられる。 
さらに、｢ホフステトラー虐殺｣として今日に至る
までアーミッシュに語り継がれている歴史がある。
フランス人とアメリカンインデイアンが戦ってい
たときである。アーミッシュ派であったヤーコブ･
ホフステトラ （ーJacob  Hochstetler 1704～75）は彼
らと仲良くし暮らしていた。ところがある晩、彼を
知らないアメリカンインデイアンが彼の家を襲う。
彼の息子たちが応戦しようとして銃に手を伸ばそ
うとすると、ホフステトラーは銃を息子たちの手の
届かないところに投げ捨てる。アメリカンインデイ
アンは、撃たれて負傷したホフステトラーと彼の息
子ジョセフとクリスチャンを連れ去るが、他の者を
殺害する。（25） 
こうした歴史をいかに理解すべきであろうか。ウ
イレムズは無事川を渡って敵から逃亡できたのに、
なぜわざわざ自分を捕らえ処刑しようとする輩に、
自分の命を差し出す選択をするのか。同じように、
ホフステトラーの場合も、なぜ、アメリカンインデ
イアンの襲撃に銃で応じず、家族と自らの命を危険
に晒す決断をするのか。 
ギリシャ語には｢愛｣を表現する言葉が三つある
と言われる。それは、｢エロース｣、｢ピリアー｣、そ
して｢アガペー｣である。原始キリスト教の福音記者
たちは、｢エロース｣のような性愛を含む表現ではな
く、また、友情や友愛の意味をも含む｢ピリアー｣で
なく、家族愛のような意味を持ち、それ以外に特に
限定された強い用例のある愛ではない、この｢アガ
ペー｣を｢神の愛｣を意味する言葉に採択したと言わ
れる。 
ウイレムズやホフステトラーの行動は、｢アガペ
ー｣が家族愛のような意味に近いとするならば、そ
のような愛を遥かに超える行為であろう。一般的に
は、｢アガペー｣とは無限の愛と理解される。ウイレ
ムズやホフステトラーの行為は、彼らなりの無限の
愛の行為ではあろうが、言語で適切に定義するのは
困難である。自らの命を差し出す二人の行為そのも
のが二人の生ける信仰、生き様であり、ここには、
二人が属する再洗礼派のキリスト教理解が反映さ
れていよう。 
この二人の、敵に対してさえ己の命を預ける行為
こそが、歴史的に語り伝えられてきた、アーミッシ
ュ･ウエイ･オブ･ライフの奥底に秘められているア
ーミッシュらしさ、生き様のコアなのである。 
 
VI 
2006 年 10 月 2 日午前 10 時ごろ。米東部ペンシル
べニア州ランカスター郡 ニッケルマインズにあ
るウエスト･ニッケルマインズ学校に、散弾銃、短
銃、ライフルを持った男が侵入。女子児童らを人質
にとり立て篭もる。約 1 時間後、州警察が学校を包
囲したが、犯人が発砲。10 人の女児を撃ち、5 人が
殺された。犯人は警察が突入する前に銃で自殺。 
アーミッシュの村にある 7 歳から 13 歳までの児
童が一つの教室で授業を受けていて事件に遭遇。事
件当時は 26 人の児童がいた。州警察の発表による
と、犯人は男子 15 人と妊娠している教員補助らを
教室から出した後、持ってきた木材で入り口をふさ
ぎ、女子生徒を黒板の前に並ばせ足を縛る。警察に
包囲網を解かなければ 10 秒以内に発砲すると電話
で通告、まもなく連続発砲。男は、近所に住むトラ
ック運転手で、アーミッシュではないが、牛乳を運
ぶトラックの運転をしていたので、その地域のアー
ミッシュが知っている人物である。 
20 年ほど前、娘が未熟児として生まれ、わずか
20 分ほどで死亡した悲惨な体験がある犯人は、それ
以来、生きることに意味を見出せないばかりか、神
にも相当の怒りを持っていたらしい。（26） 
そのような事情があり、小さな女の子には複雑な
思いを抱いていた可能性がある。しかし、この犯人
はアーミッシュの女の子に特に憎しみを抱いて犯
罪に及んだのではなく、たまたま近くにあるアーミ
ッシュの学校を狙ったようである。 
この悲惨極まりない事件の実相とその事件への
対応が明らかになるにつれ、人々を非常に驚かせた
ことがある。殺された生徒の中に、自分を先に殺し
て自分より小さな子供を助けてと懇願して射殺さ
れた Marian Fisher（13 歳）がいたこと。（27）この生
徒の妹が病院で意識を回復した後にそのように証
言している。この妹も次は私を殺して、と申し出て
いた。 
さらに、犯人の家族が地域に住んでいるが、その
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 家族に復讐するのではなく、娘が犠牲になったアー
ミッシュは事件当日の午後には赦しを表明。ここで
目をそらせないのは、目をそむけたくなる事件の残
虐性だけではなく、自分の命を差し出した Marian 
Fisher、および、事件当日の午後にはもう犯罪者の
家族に赦しが表明された事実である。普通のアメリ
カ社会ではまず有り得ない対応ではなかろうか。こ
のような犯人の家族はその地域に住めなくなるの
が普通であろう。まさに、｢自分で復讐することを
しないで、神の怒りに任せなさい｣（ローマ人への
手紙 12･19）を生きている姿である。 
極限状況において何ら抵抗せず自らの命を提供
するという意味では、追手を助けて殺されたウイレ
ムズ、およびアメリカンインデアンの襲撃に銃で応
戦しなかったホフステトラーの行為と、この少女
（Marian Fisher）の命を捧げる行為が重なる。 
生き残った二人の女の子から事件の状況を聞い
た親の話によると、犯人が男の子や大人たちを教室
の外に出した後、残された女の子たちは、｢なぜこ
うしたことをするの？｣、と犯人に問い質したそう
である。犯人は｢神に怒っている｣、と応えたそうで
ある。犯人に特に抵抗したとかの報道がないので、
勿論推測は厳に慎まなければならないが、Marian 
Fisher 以外の女の子たちも、｢なぜ｣、との問いは発
したものの大した抵抗もせず犯人の指示に従って、
命を危険に晒す状況に身を委ねたのではなかろう
か。 
アーミッシュの生き様を表現するのに、Plain、 
Simple、Gentle のような形容詞がよく使用されるが、
この女の子たちの行為および赦しを表明するアー
ミッシュの姿を適切に表現する形容詞はあるだろ
うか。敵に対して抵抗どころか、自ら命を捧げよう
とする積極性さえ認められる行為、そして、極悪非
道な犯人を決して憎まず赦す行為そのものを形容
詞とする他はなかろう。 
アーミッシュを観光対象として眺めることは自
由であるが、普段は見えないこの部分を見落として
は、アーミッシュの真のアイデンテイテイを観たこ
とにはならない。命を差し出した女の子たちの行為
および赦す行為は、まさにアーミッシュがアーミッ
シュである、厳然たる事実を世に示した出来事であ
る。 
幼気な命を捧げた 5 名の女の子たち、Naomi Rose 
Ebersole（7 歳）、Anna Mae Stoltzfus（12 歳）、Marian 
Fisher（13 歳）、Mary Liz  Miller（8 歳）、Mary の妹 
Lena Miller（7 歳）（28）の御冥福を衷心より祈りつつ
筆を擱く。 
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